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「
設
立
の
目
的
を
共
有
し
、

�

いっ
そ
う
魅
力
あ
る
会
へ
」

福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会

�

会
　
長
　
福
　
士
　
寛
　
樹

新
会
長
あ
い
さ
つ

　

山
々
の
新
緑
が
目
に
映
え
る

よ
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
皆

様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
る
四
月
二
十
六
日
、
福
島

市
吾
妻
学
習
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
令
和
五
年
度
福
島
県

公
立
学
校
退
職
校
長
会
評
議
員

会
に
お
き
ま
し
て
、
皆
様
か
ら

推
戴
い
た
だ
き
会
長
に
選
任
さ

れ
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
先
輩

方
が
数
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
る
中

で
、
私
の
よ
う
な
も
の
が
、
こ

の
よ
う
な
大
役
を
仰
せ
つ
か

り
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
す
。
も
と
よ
り
浅

学
菲
才
で
微
力
で
は
あ
り
ま
す

が
、
県
内
十
六
支
部
の
皆
様
方

の
ご
支
援
・
ご
指
導
を
賜
り
、

こ
れ
ま
で
の
事
務
局
員
と
し
て

の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
精
一

杯
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

四
年
間
に
わ
た
り
会
長
職
を

お
務
め
い
た
だ
き
、
コ
ロ
ナ
禍

の
大
変
厳
し
い
中
、
私
た
ち
を

導
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
佐
藤

俊
市
郎
先
生
に
こ
の
場
を
お
借

り
し
て
心
よ
り
敬
意
と
感
謝
を

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
会
は
創
立
五
十
八

年
を
迎
え
、
会
員
約
二
千
五
百

名
の
組
織
で
す
。そ
の
目
的
は
、

会
則
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
「
会

員
相
互
の
旧
交
と
生
活
の
向

上
」
と
「
本
県
及
び
我
が
国
の

教
育
の
振
興
に
寄
与
」
す
る
こ

と
で
す
。
こ
の
創
設
の
目
的
を

皆
様
方
と
共
有
し
、
本
会
が
抱

え
る
課
題
を
一
つ
一
つ
丁
寧
に

解
決
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
会
員
数
の
減
少
に
関

す
る
課
題
、
こ
れ
は
定
年
延
長

に
関
わ
る
問
題
と
リ
ン
ク
さ
せ

て
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
問
題
で
す
。
私
た
ち
会

員
に
も
、
現
役
の
校
長
先
生
方

に
も
心
に
響
き
、
目
に
映
る
よ

う
こ
れ
ま
で
以
上
に
魅
力
あ
る

会
づ
く
り
と
充
実
し
た
活
動
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
コ
ロ
ナ
禍
や
急
速
な
Ｉ

Ｃ
Ｔ
化
な
ど
に
よ
り
負
担
の
大

き
い
学
校
へ
の
支
援
に
努
め
、

要
望
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
や

本
県
の
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
組
織
を
挙
げ
て
協

力
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

私
を
含
め
、
会
員
一
人
一
人

が
そ
れ
ぞ
れ
の
お
立
場
で
本
会

の
大
き
な
活
動
の
柱
と
な
る
本

県
の
教
育
の
振
興
の
た
め
、
地

域
社
会
に
貢
献
で
き
る
活
動
を

地
道
に
続
け
て
い
く
こ
と
、
ま

た
、
現
役
の
校
長
先
生
方
と
の

懇
談
を
通
し
て
学
校
現
場
の
課

題
を
共
有
し
、
要
望
書
に
適
切

に
反
映
さ
せ
関
係
機
関
等
へ
お

伝
え
し
、
着
実
に
成
果
を
上
げ

て
い
く
こ
と
な
ど
を
通
し
て
会

と
し
て
の
存
在
価
値
を
一
層
高

め
、
魅
力
あ
る
会
に
し
て
い
く

こ
と
が
肝
要
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
Ｄ
Ｘ
・
デ
ジ
タ

ル
化
を
一
層
推
進
し
、
タ
イ
ム

リ
ー
に
各
支
部
間
の
連
携
・
情

報
共
有
、
各
支
部
と
県
事
務

局
、
そ
し
て
全
国
、
東
北
、
関

係
機
関
等
と
の
連
携
を
一
層
強

化
し
、
本
会
の
活
動
の
幅
を
広

げ
て
い
く
こ
と
も
大
切
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
実
に
四
年
ぶ
り

に
県
大
会
を
例
年
ど
お
り
に
郡

山
市
で
実
施
し
ま
す
。
皆
様
と

旧
交
を
深
め
、
各
支
部
と
の
交

流
が
で
き
ま
す
こ
と
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
郡
山
支
部
の

皆
さ
ん
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
今
か

ら
十
二
年
前
の
東
日
本
大
震
災

で
い
た
だ
い
た
多
く
の
ご
厚
情

の
恩
返
し
と
し
て
、
大
地
震
で

被
災
し
た
ト
ル
コ
に
対
し
、
義

援
金
を
お
送
り
す
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。
義
援
金
は
、
ト

ル
コ
大
使
館
に
直
接
お
届
け
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
六
年
度
は
東
北
地
区
退

職
校
長
会
協
議
会
が
節
目
の
五

十
回
を
迎
え
、
本
県
で
の
開
催

の
予
定
で
す
。
ま
た
、
令
和
七

年
度
は
本
会
の
創
立
六
十
周
年

を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ら
に
つ
い

て
も
本
年
度
よ
り
計
画
的
に
準

備
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
引
き
続

き
、
ご
支
援
、
ご
鞭
撻
を
重
ね

て
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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令
和
五
年
度  

評
議
員
会
報
告

第
五
十
七
回
県
大
会
郡
山
大
会
は
例
年
通
り
開
催

福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長
会
創
立
六
十
周
年
の
準
備

　

令
和
五
年
度
評
議
員
会
は
、

令
和
五
年
四
月
二
十
六
日（
水
）、

福
島
市
吾
妻
学
習
セ
ン
タ
ー
で

開
催
さ
れ
た
。
会
は
、
物
故
者

の
黙
と
う
の
後
開
始
さ
れ
た
。

一
　
会
長
あ
い
さ
つ

二
　
報
告

○
令
和
四
年
度
事
業
報
告

○
令
和
四
年
度
会
計
決
算
報
告

　
（
本
頁
左
の
通
り
）

○
令
和
四
年
度
ぬ
く
も
り
基
金

決
算
報
告

　
（
三
頁
下
欄
の
通
り
）

○
慶
弔
関
係

・
令
和
四
年
高
齢
者
叙
勲
五
十

八
名
（
前
年
比
十
名
増
）

・
令
和
四
年
度
物
故
会
員
八
十

九
名
（
前
年
度
比
十
七
名
減
）

○
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
令
和
四
年
八
月
一
日
開
設

○
新
入
会
員
入
会
勧
誘
予
定
者

数

・
小
学
校
六
十
三
名
・
中
学
校

四
十
七
名
・
高
等
学
校
十
五

名
・
特
別
支
援
学
校
五
名
、

計
百
三
十
名
（
前
年
度
比
九

名
増
）

○
新
入
会
員
の
勧
誘
並
び
に
事

務
手
続
き
の
確
認

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
か
か
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

（
当
面
継
続
）

○
令
和
六
年
度
第
五
十
回
東
北

地
区
退
職
校
長
会
協
議
会
福

島
大
会

・
県
事
務
局
で
立
案

○
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業

・
令
和
七
年
度
に
六
十
周
年
記

念
誌
を
作
成

三
　
協
議

　

協
議
の
う
え
、
下
記
の
項
目

は
原
案
の
と
お
り
承
認
さ
れ
た
。

○
令
和
五
年
度
活
動
の
重
点
目

標
（
案
）

　
（
重
点
目
標
は
三
頁
参
照
）

○
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長

会
ビ
ジ
ョ
ン
（
案
）

○
福
島
県
公
立
学
校
退
職
校
長

会
デ
ジ
タ
ル
化
将
来
ビ
ジ
ョ

ン
（
案
）

○
令
和
五
年
度
事
業
計
画
（
案
）

○
令
和
五
年
度
予
算
編
成
の
方

針
（
案
）、
会
計
予
算
（
案
）

　
（
予
算
は
本
頁
左
の
通
り
）

○
ぬ
く
も
り
基
金
の
活
用
（
案
）

・
デ
ジ
タ
ル
機
器
活
用
の
た
め

の
消
耗
品
（
機
器
設
備
は
除

く
）
等
の
各
支
部
へ
の
支
援

（
三
千
五
百
円
）

○
令
和
五
年
度
要
望
活
動
（
案
）

○
令
和
五
年
度
教
育
懇
談
会
開

催
要
項
（
案
）

○
第
五
十
七
回
福
島
県
公
立
学

校
退
職
校
長
会
郡
山
大
会

・
予
定
通
り
実
施

　
（
詳
細
は
「
松
風
」
第
一
八

七
号
六
頁
参
照
）

○
会
員
名
簿
の
作
成
及
び
配
付

方
法
の
変
更
（
案
）

・
個
人
情
報
へ
の
配
慮

○
役
員
改
選

・
佐
藤
俊
市
郎
会
長
が
退
任
、

福
士
寛
樹
事
務
局
長
が
新
た

に
会
長
に
就
任

　
（
詳
細
は
四
頁
参
照
）

四
　
事
務
連
絡

○
令
和
五
年
度
「
寿
詞
・
賀
寿
・

賀
詞
」
該
当
会
員
名
簿
、
令

和
五
年
高
齢
者
叙
勲
該
当
者

○
令
和
五
年
度
「
支
部
事
務
の

手
引
き
」

○
令
和
六
年
度
「
寿
詞
・
賀
寿
・

賀
詞
」
該
当
者
調
査

○
ト
ル
コ
大
地
震
へ
の
義
援
金

令和４年度会計決算報告
収入総額…………………………�4,306,815円
　内訳・会　費� 3,660,800円
　　　・雑収入� 80,012円
　　　・繰越金� 566,003円
支出総額…………………………�3,456,773円
　内訳・会議費� 325,320円
　　　・事務費� 469,463円
　　　・事業費� 1,356,550円
　　　・会費・負担金� 1,021,440円
　　　・積立金� 280,000円
　　　・予備費� 4,000円
差引残額……………………………�850,042円
※差引残額は次年度への繰越金とする。

令和５年度会計予算書
収入総額…………………………�4,551,042円
　内訳・会　費� 3,621,000円
　　　・雑収入� 80,000円
　　　・繰越金� 850,042円
支出総額…………………………�4,551,042円
　内訳・会議費� 621,000円
　　　・事務費� 493,000円
　　　・事業費� 2,021,000円
　　　・会費・負担金� 1,030,000円
　　　・積立金� 150,000円
　　　・予備費� 236,042円
差引残額……………………………………�0円

評議員会の様子
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今
、
少
子
高
齢
化
が
全
国

的
に
進
ん
で
い
ま
す
。
と
り

わ
け
少
子
化
が
学
校
教
育
現

場
に
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

の
は
ご
存
じ
の
通
り
で
す
。

県
内
で
は
、
毎
年
県
立
高
校

を
は
じ
め
小
学
校
や
中
学
校

の
統
廃
合
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
私
の
住
む
地
域
と
て

例
外
で
は
な
い
で
す
。
市
の

教
育
振
興
基
本
計
画
に
基
づ

き
学
校
の
適
正
規
模
・
適
正

配
置
事
業
が
進
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
昨
年
度
、

私
の
住
む

地
域
の
小

学
校
に
隣

の
地
区
の

小
学
校
が

統
合
し
ま
し
た
。
統
合
で
閉

校
と
な
っ
た
地
区
の
代
表
を

務
め
る
Ａ
さ
ん
か
ら
苦
労
話

を
聞
き
ま
し
た
。
地
域
か
ら

学
校
が
な
く
な
る
こ
と
へ
の

何
と
も
し
が
た
い
思
い
が
ひ

し
ひ
し
と
伝
わ
っ
て
き
ま
し

た
。
子
ど
も
の
数
の
減
少
と

い
う
現
実
か
ら
、
地
域
の
代

表
と
し
て
、
消
極
的
な
が
ら

も
統
合
の
話
を
進
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
ん
な
時
に
野
菜
の

『
共
育
ち
』
と
『
一
人
生
え
』

に
例
え
な
が
ら
地
域
の
皆
さ
ん

に
理
解
を
い
た
だ
い
た
そ
う
で

す
。
作
物
の
種
を
蒔
く
時
、
あ

る
程
度
密
集
さ
せ
直
蒔
き
す
る

と
間
引
き
が
必
要
に
な
る
が
、

『
共
育
ち
』
と
言
っ
て
苗
同
士

が
触
れ
る
こ
と
で
よ
り
互
い
に

刺
激
し
合
い
グ
ン
グ
ン
育
ち
、

そ
の
反
対
に
『
一
人
生
え
』
で

ラ
イ
バ
ル
が
い
な
い
苗
は
、
生

長
も
遅
く
頼
り
な
い
そ
う
で

す
。
多
く
の
子
ど
も
達
と
学
ぶ

こ
と
で
『
共
育
ち
』
が
で
き
、

た
く
ま
し
く
成
長
で
き
る
チ
ャ

ン
ス
が
多
く
な
り
ま
す
。
可
能

性
を
持
つ
子
ど
も
達
の
た
め
に

は
、
隣
の
小
学
校
へ
の
統
合
も

や
む
を
得
な
い
の
で
ご
理
解
を

い
た
だ
き
た
い
と
説
い
た
そ
う

で
す
。
更
に
は
、
子
ど
も
達
の

通
学
支
援
、
母
校
が
な
く
な
る

住
民
感
情
等
々
の
課
題
も
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
将
来
の
子
ど

も
達
の
た
め
に
と
い
う
こ
と
で

基
本
的
に
は
理
解
い
た
だ
い
た

と
い
い
ま
す
。
野
菜
の
『
共

育
ち
』
と
『
一
人
生
え
』
は
、

恥
ず
か
し
い
話
で
す
が
、
初

め
て
聞
く
言
葉
で
し
た
。
確

か
に
我
が
家
の
一
坪
農
園
の

直
蒔
き
ほ
う
れ
ん
草
は
、
今

し
っ
か
り
と
育
っ
て
い
ま

す
。
今
更
な
が
ら
『
共
育
ち
』

の
大
切
さ
を
再
認
識
し
ま
し

た
。

　

少
子
化
問
題
は
、
随
分
と

前
か
ら
言
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
将
来
の
人
口
減
に
直
結

し
ま
す
。
そ
し

て
今
子
ど
も
達

か
ら
『
共
育

ち
』
の
場
を
奪

い
つ
つ
あ
り
ま

す
。
や
っ
と
国

で
も
対
策
が
議

論
さ
れ
始
め
ま
し
た
。
そ
の

効
果
は
随
分
と
先
の
話
で

す
。
か
つ
て
学
校
教
育
に
携

わ
り
、
今
地
域
に
住
む
一
人

と
し
て
、
で
き
る
こ
と
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
少
子
化

を
止
め
る
貢
献
は
難
し
い

が
、
せ
め
て
子
ど
も
達
の
共

育
ち
へ
の
支
援
は
で
き
な
い

か
と
か
と
思
い
ま
す
。
押
し

つ
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
な
ら

な
い
貢
献
が
何
か
で
き
た
ら

と
思
っ
て
い
ま
す
。

論 壇論 壇

副
会
長
　
飯
　
沼
　
信
　
一

『
共
育
ち
』
へ
の
支
援

令和４年度ぬくもり基金決算報告

収入総額………………� 910,911円
　内訳・繰越金� 910,903円
　　　・利　息� 8円
支出総額………………………� 0円

差引残額………………� 910,911円

令
和
五
年
度

�

重
点
目
標

　

次
の
項
目
が
本
年
度
の
重
点

目
標
と
し
て
承
認
さ
れ
た
。

○
本
会
が
抱
え
る
諸
課
題
の
解

決
に
向
け
た
活
動
を
強
化
す

る
。

・
本
会
の
将
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
具

現
・
会
員
減
少
と
会
員
の
高
齢
化

へ
の
対
応

・
県
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

充
実
と
デ
ジ
タ
ル
化
（
Ｄ

Ｘ
）
の
一
層
の
推
進

・
学
校
及
び
現
役
校
長
及
び
教

育
委
員
会
等
に
対
す
る
支
援

の
充
実

・
社
会
貢
献
活
動
等
の
奨
励
と

機
会
の
拡
充

・
県
教
委
・
福
島
大
学
等
と
の

連
携
に
よ
る
教
員
の
魅
力
発

信
・
要
望
活
動
の
充
実

・
ト
ル
コ
大
地
震
に
対
す
る
義

援
金

・
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
準

備
・
第
五
十
回
東
北
協
議
会
福
島

大
会
の
準
備

○
県
小
・
中
学
校
長
会
及
び
高

等
学
校
長
協
会
、
県
教
育
員

会
か
ら
の
要
望
な
ど
に
応
え

る
と
と
も
に
、支
部
間
の
連
絡

調
整
を
強
化
し
、
学
校
等
へ

の
支
援
な
ど
の
社
会
貢
献
活

動
等
の
充
実
と
拡
大
を
図
る
。

○
「
双
葉
の
灯
を
消
さ
な
い
」

よ
う
、
被
災
・
避
難
さ
れ
た

支
部
・
会
員
へ
の
支
援
活
動

を
継
続
し
、
東
日
本
大
震
災

及
び
東
京
電
力
福
島
第
一
原

子
力
発
電
所
事
故
の
被
災
体

験
を
風
化
さ
せ
な
い
活
動
を

継
続
す
る
。

○
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
に
基
づ
き
、
新
し
い
生

活
様
式
を
取
り
入
れ
た
本
会

運
営
を
徹
底
す
る
。

・
令
和
五
年
度
県
大
会
は
郡
山

で
実
施
す
る
。



令和５年５月26日 松　　風（ＳＹＯ
＿

ＨＵ
＿

） 第188号（4）

令和５年度　福島県公立学校退職校長会役員名簿 （令和５年５月19日現在）
（敬称略）

顧　　　問
　佐藤　昌志 　小野　孝雄
　室井　君男 ・佐藤俊市郎

会　　　長 ・福士　寛樹

副　会　長
・鈴木　昭雄 ・工藤　　博 ・齋藤　秀一
　沢　　宏一 　飯沼　信一

監　　　事 ・栗林　正樹 ・菅井　一良 　鈴木　恵一

評　議　員

　（福　　島） 　鈴木　昭雄 　持地　隆一
　（伊　　達） 　古宮　睦男 　蓬田　吉穂
　（安　　達） 　伊藤　末吉 　髙島　徹也
　（郡　　山） 　工藤　　博 ・皆川　　晃
　（岩　　瀬） 　渡邉　真二 ・本多　淳嗣
　（石　　川） ・冨岡　高春 　矢吹　伸一
　（田　　村） 　根本　保男 　佐久間光春
　（西 白 河） 　栗林　正樹 ・鈴木　且雪
　（東 白 川） 　下重　康仁 　佐川　幸信
　（北 会 津） ・齋藤　秀一 ・本田　　樹
　（耶　　麻） 　菅井　一良 ・阿部　充也
　（両　　沼） 　佐藤　　玄 ・目黒健一郎

評　議　員

　（南 会 津） ・齋藤　修一 ・星　裕次郎
　（相　　馬） ・高野　敦夫 ・井上　恭一
　（双　　葉） 　鈴木　恵一 ・小野田敏之
　（い わ き） 　沢　　宏一 　村田　　哲

理　　　事

　峯島　和彦 　浅野テル子 　安田喜市郎
　宮前　　貢 　野崎　修司 　勝見　五月
　佐藤　忠夫 　渡辺　勝則 　大和田　修
　長岐　　博 　原　　美子 　原瀬久美子
　小檜山宗浩 　吉田　　務

常 任 理 事
（事 務 局）

　（事務局長） ・坂爪　靖夫
　（事務局次長） ・鈴木　　博
　（総　　務） ・鈴木 博（兼）　川﨑　康宏

　小柴　治紀 　井関　和明
・内藤　良行

　（会　　計） 　吉岡　映子 ・佐藤　浩子
　（調　　査） 　小松　　隆 　橘内　　薫
　（広　　報） 　二瓶　洋允 　佐藤　洋一

・印は新任

　

令
和
五
年
三
月
八
日
（
水
）、

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
予
防
対
策

を
徹
底
し
、
令
和
四
年
度
の
理

事
会
が
福
島
市
吾
妻
学
習
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
報
告
事
項
、

協
議
事
項
と
も
了
承
さ
れ
た
。

◇
主
な
報
告
事
項

・
令
和
四
年
度
事
業
報
告
、
令

和
四
年
度
会
計
決
算
中
間
報

告
、
令
和
四
年
度
ぬ
く
も
り

基
金
中
間
報
告
・
ぬ
く
も
り

基
金
の
活
用
、
令
和
四
年
度

新
入
会
員
及
び
会
員
数
、
慶

弔
関
係
、
県
退
職
校
長
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
新
入
会
員
の

勧
誘
並
び
に
事
務
手
続
き
の

確
認
、
第
五
十
回
東
北
地
区

退
職
校
長
会
協
議
会
福
島
大

会
、
県
退
職
校
長
会
創
立
六

十
周
年
記
念
行
事

◇
主
な
協
議
事
項

・
令
和
五
年
度
活
動
の
重
点
目

標
案
、
令
和
五
年
度
事
業
計

画
案
、
令
和
五
年
度
予
算
編

成
の
方
針
案
、
令
和
五
年
度

会
計
予
算
案
、
県
退
職
校
長

会
運
営
ビ
ジ
ョ
ン
案
、
県
退

職
校
長
会
デ
ジ
タ
ル
化
将
来

ビ
ジ
ョ
ン
案
、
第
五
十
七
回

県
退
職
校
長
会
郡
山
大
会
、

令
和
四
年
度 

理
事
会
報
告

《
新
役
員
紹
介
》

編

集

後

記

　

コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
参
集
で
き

な
か
っ
た
県
大
会
が
、
四
年
ぶ

り
に
郡
山
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

県
事
務
局
で
は
、
当
日
参
加
で

き
な
い
人
に
も
ネ
ッ
ト
配
信
に

よ
る
視
聴
が
で
き
る
よ
う
準
備

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

な
お
、
五
月
八
日
か
ら
、
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
扱
い
が
五

類
に
移
行
し
ま
し
た
が
、
こ
れ

か
ら
も
十
分
留
意
し
て
過
ご
し

た
い
も
の
で
す
。

令
和
五
年
度
要
望
活
動
案
、

令
和
五
年
度
教
育
懇
談
会
開

催
要
項
案

◇
連
絡
事
項

　

令
和
五
年
度
「
寿
詞
・
賀
寿
・

賀
詞
」
該
当
会
員
名
簿
、
令

和
五
年
高
齢
者
叙
勲
該
当
会

員
名
簿

理事会の様子

　

会
長
の
ほ
か
、
副
会
長
三

名
、
監
事
二
名
が
新
た
に
役
員

に
選
出
さ
れ
た
。（
敬
称
略
）

◇
監
事

鈴木　昭雄
（県　北）

工藤　　博
（県中南）

齋藤　秀一
（会　津）

栗林　正樹
（県中南）

菅井　一良
（会　津）

◇
副
会
長


